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Step1
• 協働で過去・現在・未来をまるごとアーカイブし、まる
ごと地域に戻し「地域資産」とする

Step2
• 先ず、被災地で利⽤し、メタデータを豊かにしつつ、⼈
類共有財産として⼀般公開

Step3
• アーカイブスを通じた被災地復興⽀援・⼼の復興⽀
援・若⼿の⼈材育成・社会起業⽀援等の中間⽀援

コンテンツの収集（収奪？）ではなく、「被災地による被災地
のためのアーカイブスの活動支援と中間支援



 １ 記録⽀援
① 記録ボランティア派遣（延べ500⼈以上のカメラマンによる被災地の撮影⽀援）
② オーラルヒストリー（被災者の被災体験や応急対応者・⽀援者の証⾔）の記録⽀
援（撮影者の派遣、地元撮影・編集者に対する技術指導・講習、ビデオカメラ・編集
⽤PC等の機提供、⾳声等のテキスト化など）
③ 被災者やNPOによる復興過程の情報発信を通じたセルフアーカイブ⽀援（グルー
プウェアやSNS・ブログ・WebGIS、SaaS提供や利⽤講習会等）
④ 復興過程のまちの⾵景や社会的な定点観測の⽀援
⑤被災⾃治体の災害対応・復旧復興に関する⾏政⽂書等の記録（デジタル化のための
機材提供やデータスキャン等記録ボランティア派遣、アーカイブシステムのSaaS提
供等）
⑥被災前の地域映像のデジタル化（機材提供、ボランティア・NPO等のマッチング）
⑦被災地の集落の伝統⽂化・無形⽂化の記録⽀援
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２ 収集⽀援
①被災⾃治体、学校、地域コミュニティ等と協働して、被災者⾃ら記録した写真
やビデオの収集
②著作権・肖像権等権利処理⽀援（原則、2次利⽤・第三者提供可能となるように
包括的な使⽤許諾。権利処理等のガイドラインや様式等の整備）
③収集したデータのメタデータの整理
④市⺠ボランティア・⾏政派遣職員の⼿記や被災地視察等現地レポートの公募
⇒レポート⽤モバイル地図アプリの提供

⑤被災地を⽀援しているボランティア団体や⺠間企業が記録した活動記録や被災
地の記録の収集⽀援
⇒各団体にアーカイブSaaSを提供し、被災⾃治体のアーカイブと相互利⽤
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３ 保存と公開の⽀援
①保存と公開のためのデジタルアーカイブシステム

⇒ オープンソース・無償公開）の開発とSaaSによる共同運営⽀援
②アーカイブスシステムへのデータ及びメタデータの登録⽀援

⇒ 登録に先⽴ち、メタデータの整備やタグ付等の事前準備作業や管理者によ
る公開承認作業等のマニュアル整備）
③共通タグの⾃治体間の調整やローカルタグの定義・設定⽀援
④公開ポリシーや2次利⽤を含めた利⽤ルールの整備、管理者向け運⽤管理マニュ
アル整備
⑤被災地を⽀援したNPOや⺠間企業、学会等の活動記録の保存・公開⽀援
⇒ アーカイブSaaSの提供等

⑥国会図書館ほか、他のアーカイブシステムとの横断検索や相互利⽤環境の構築
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４ 利活⽤の⽀援
①⾃治体の防災対策や災害対応の検証⽀援、デジタル記録集の編集⽀援
②被災地での防災教育・復興教育⽀援
⇒カリキュラム・授業案・指導案の作成・電⼦副教材SaaS、電⼦ノート

SaaSの開発と提供
③ 被災地外の学校や地域コミュニティの防災教育・防災訓練での利活⽤⽀援
④ 被災地内外での展⽰会・上映会・電⼦出版等の⽀援
⑤ 復興まちづくりのための検討資料として活⽤⽀援
⇒復興地図センター等での地図印刷やデータ提供

⑥ 上映会等利活⽤を通じたメタデータの成⻑⽀援
⇒ 利⽤・検索の⼿がかり情報の記録と整理・メタデータの拡張

３１１まるごとアーカイブスのミッション



５ アーカイブスを通じた復興支援
① 被災地でアーカイブスに取り組むNPO等の社会起業⽀援
⇒SaaS提供や⼈材養成、ファンドレイジング、若者の⼈材育成、産業振興
⇒復興ツーリズム、語り部⽀援
⇒防災教育等の電⼦教材開発、電⼦出版等
⇒復興情報杭等を⽤いたデジタルフィールドミュージアムや電⼦タイムカプセル

② アーカイブスの利活⽤を通じた⼼の復興⽀援
⇒地域の伝統⽂化に関する映像の上映会等によるコミュニティの形成と⼼のケア
⇒被災地内外での展⽰会・上映会・電⼦出版等の⽀援
⇒映像の編集⽀援（デジタル地域史・家族史・⾃分史等）

③福島の⻑期・広域避難者の現在の思いを発信し⽀援に結びつける情報⽀援
④地場産業やNPOの復興過程の広報⽀援
⑤フィルムコミッションやジオパークの⽀援
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６ アーカイブスの推進ネットワークづくり
① 被災地でアーカイブスに取り組む⾃治体、教育委員会、学校、図書館、博物
館、公⺠館、地域コミュニティ、NPO、コミュニティFMや地元新聞社等地域メデ
ィア、事業者等による協働のネットワークづくり
② アーカイブスに取り組む⾃治体間のネットワークづくり
⇒⾃治体連絡協議会の運営⽀援、アーカイブSaaSの共同運⽤等

③ 被災地のアーカイブスを⽀援する団体のネットワークづくり
⇒アーカイブス⽀援者協議会の設⽴・運営⽀援
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今後の課題と提案

１ 国のアーカイブスとの連携と提案
・アーカイブスは被災地の現場の多様性に即し、被災地主導で取り組むべき
・⼀⽅、アーカイブスは、被災地のものであり、かつ、⼈類共有財産となるため

、国による本格的⽀援が必要
⇒ アーカイブスが⻑期間にわたり持続的に推進できる「共通基⾦」の創設を
⇒ アーカイブスや中間⽀援を担う⼈材養成が不可⽋

２ アーカイブス⽀援のための公⺠のネットワークづくり
・国の取り組みだけでは、アーカイブスやアーカイブスを通じた復興⽀援は困難
・産業界、⽀援NPO、メディア、⼤学等の社会全体でアーカイブとアーカイブス

を通じた被災地復興⽀援を⽀援するネットワークづくり
⇒３１１まるごとアーカイブスの法⼈化（2012年11⽉、⼀般社団法⼈東⽇本⼤

震災デジタルアーカイブス⽀援センター設⽴）と活動の本格化


